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市内を蛇行し流れる小矢部川（旧射水河）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
崇
敬
奉
賛
会
・
崇
敬

者
各
位
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
日
本
の
総
氏
神
と
仰
ぐ
伊
勢
の

神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
十
年
に
一

度
の
定
め
ら
れ
た
年
に
古
式
の
ま
ま
に
社

殿
・
装
束
・
神
宝
を
新
し
く
造
り
替
え
、

大
御
神
に
神
殿
に
お
遷
り
を
仰
ぐ
式
年
遷

宮
を
迎
え
る
格
別
な
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

昨
年
は
正
殿
建
築
の
は
じ
め
に
際
し
、

御
柱
を
立
て
る
立
柱
祭
、
正
殿
の
棟
木
を

上
げ
る
上
棟
祭
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
完
成
し
た
正
殿
が
建
つ
御

敷
地
に
お
白
石
を
敷
く
お
白
石
持
ち
行
事

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
秋
の
遷
御
の
儀
に

む
け
て
着
々
と
準
備
や
祭
典
行
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
式
年
遷
宮
に
あ

た
り
、
昨
今
の
暗
雲
立
ち
込
め
る
社
会
状

況
を
一
掃
し
、
大
御
神
の
御
光
を
仰
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
日
本
人
の
心
が
甦
り
、
国
運

隆
昌
す
る
こ
と
を
乞
い
願
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

扨
、
当
神
社
の
御
祭
神
「
二
上
神
」
が

国
魂
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
は
千
数
百
年
以

上
の
悠
久
の
昔
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
天

武
天
皇
の
三
年
、
対
馬
国
に
銀
が
産
出
さ

れ
献
上
さ
れ
た
折
、
諸
国
神
祇
が
奉
幣
に

あ
ず
か
り
、
当
神
社
御
祭
神
「
二
上
神
」

も
奉
幣
に
浴
し
た
事
が
正
史
に
記
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
史
実
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
七

年
は
鎮
座
千
三
百
四
十
年
の
式
年
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
又
、
明
治
八
年
九
月
、
長

い
年
月
に
亘
っ
て
鎮
座
さ
れ
て
い
た
二

甦
り
の
年

上
山
麓
を
離
れ
、
現
在
地
の
関
野
の
台

地
高
岡
城
本
丸
跡
地
に
遷
座
さ
れ
て
以

来
、
百
四
十
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

昨
年
、
崇
敬
奉
賛
会
総
会
に
お
い
て
、

橘
慶
一
郎
氏
を
総
裁
と
し
て
推
戴
す
る
と

と
も
に
、
御
鎮
座
千
三
百
四
十
年
・
御
遷

座
百
四
十
年
式
年
大
祭
を
斎
行
す
る
旨
議

決
さ
れ
、
式
年
大
祭
準
備
委
員
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
で
は
悠
遠
な
歴
史
を

偲
び
、
一
層
の
御
神
威
の
発
揚
に
つ
と
め

た
く
、
二
年
後
の
式
年
祭
に
む
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
な
に
と
ぞ
趣
意
を
御
賢

察
い
た
だ
き
、
こ
の
上
乍
格
別
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
此
の
年
が
稔
り
あ
る
年

に
成
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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毎
年
恒
例
の
富
山
県
神
社
庁
主
催
に

よ
る
「
浦
安
の
舞
講
習
会
」
が
、
神
社

音
楽
協
会
副
会
長
の
先

徑
子
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

浦
安
の
舞
は
、
昭
和
天
皇
御
製
「
天

地
の
神
に
ぞ
祈
る
朝
な
ぎ
の
海
の
ご
と

く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
と
の
神
楽
歌
に

合
わ
せ
、
鈴
・
扇
を
手
に
舞
わ
れ
ま
す
。

　

当
神
社
で
も
年
四
度
の
大
祭
や
、
結

婚
式
に
こ
の
舞
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

　

仲
秋
の
前
日
の
九
月
二
十
九
日
、
小

馬
崎
達
也
＆
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ａ
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
に
誇
る
高
岡
銅
器
・
お
り
ん

〝
久
乗
編
鐘
〞や
、
日
本
の
伝
統
楽
器
、

西
洋
弦
楽
を
用
い
、
自
然
と
の
融
合

を
目
指
し
作
ら
れ
た
「
帰
依
」「
幻
桜
」

の
二
曲
を
神
前
に
奉
納
。
い
み
づ
茶
寮

で
は
「
月
へ
の
思
ひ
」「
大
地
に
浮
か

ぶ
月
」
な
ど
十
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

浦
安
の
舞
講
習
会

 

開
催
さ
れ
る

仲
秋
奉
納
公
演

〜
久
乗
編
鐘
の
夕
べ
〜

小
馬
崎 

達
也 

氏 

＆ 

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ａ

高
岡
市
護
国
神
社

竣
功
慶
賀
祭 

斎
行

　

十
一
月
十
四
日
、
高
岡
市
護
国
神
社

の
鳥
居
並
び
に
拝
殿
天
井
の
修
繕
が
整

い
、
竣
功
慶
賀
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

お
祭
り
で
は
、
高
田
哲
副
市
長
は
じ

め
、
関
係
者
約
七
十
名
ご
参
列
の
も
と
、

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
、
大
麻
及
び
切
麻

に
て
祓
い
清
め
、
永
く
久
し
く
安
全
堅

固
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
典
後
は
、
参
集
殿
瑞
祥
の
間
に
て

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
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式
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前
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式

神
前
結
婚
式

神
前
結
婚
式
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越
中
の
食
彩

昔ながらの日本食

日
本
食
で
元
気
に

　

日
本
の
土
壌
、
特
に
富
山
県
の
土
壌
は

す
ば
ら
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
に
は

四
季
が
あ
り
、
仮
に
土
壌
が
汚
染
さ
れ
た

と
し
て
も
、
雨
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
、
ま

た
立
山
連
峰
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
豊

富
な
水
、
地
下
水
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
お
米
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
イ
タ
ケ

や
ダ
イ
コ
ン
（
木
津
地
区
）
な
ど
お
い
し

い
野
菜
も
生
育
す
る
の
で
あ
る
。

　

昔
か
ら
、
日
本
で
は
ど
の
家
庭
で
も
味

噌
を
作
り
、
漬
物
や
梅
干
し
な
ど
も
漬
け

て
い
た
。
そ
れ
ら
の
バ
ク
テ
リ
ア
（
善
玉

細
菌
）
を
毎
日
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

我
々
は
健
康
な
身
体
を
保
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
後
か
ら
徐
々
に
、
若
者
を

中
心
と
し
て
外
国
、
特
に
欧
米
の
食
材
や

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
な
ど
の
添
加
物
の
入
っ
た
も
の
や
、
加

工
食
品
を
口
に
す
る
日
本
人
の
割
合
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
数
に
比
例

し
て
、
不
健
康
な
日
本
人
の
割
合
も
増
加

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
不
妊
・
癌
な
ど
の

発
症
率
が
、
日
本
食
中
心
だ
っ
た
時
代
よ

り
も
、
明
ら
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
身
体
に
良
く
な
い
、
合
わ
な
い

食
べ
物
を
と
る
と
悪
玉
腸
内
細
菌
が
増
加

し
、
体
質
を
悪
く
し
て
不
健
康
に
な
る
の

で
あ
る
。

　

私
は
神
社
の
総
代
を
長
年
務
め
て
い

る
。「
氏
神
様
に
は
そ
の
土
地
で
稔
っ
た

お
米
や
、
地
元
の
お
酒
を
お
供
え
す
る
と

喜
ば
れ
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

さ
に
、
我
々
人
間
も
そ
の
土
地
で
採
れ

た
食
材
で
、
加
工
食
品
で
は
な
い
も
の
を

食
す
る
こ
と
が
最
も
身
体
に
よ
い
の
で
あ

る
。

　

昔
な
が
ら
の
伝
統
発
酵
食
品
（
味
噌
・

漬
物
・
醤
油
・
梅
干
・
納
豆
）
と
地
元
で

採
れ
た
野
菜
を
毎
日
食
し
、
健
康
な
身
体

を
作
る
為
に
も
日
本
食
を
見
直
そ
う
。

有
限
会
社　

フ
レ
ッ
シ
ュ
佐
武

代
表
取
締
役
会
長　

佐
武
俊
三
久

「
冠　
　

雪
」（
油
絵
）　

十
二
町
仁
三

「
時
の
融
合
」（
染
物
）　

十
二
町　

薫

「冠　　雪」

「時の融合」

平
成
二
十
四
年
十
月
挙
式
記
念

田 

中 

家

広 

瀬 

家

（
敬
称
略
）
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発　

行　

射
水
神
社

　
　
　
　

〒
九
三
三
ー
〇
〇
四
四 

高
岡
市
古
城
一
ー
一

　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
一
月

T
E
L　
（
〇
七
六
六
）
二
二
ー
三
一
〇
四

F
A
X　
（
〇
七
六
六
）
二
一
ー
三
七
一
五

印
刷
所　

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

⑰
高
岡
城　

〜
規
模
と
構
造
〜

（
そ
の
一
）

　

高
岡
城
は
『
越
登
賀
三
州
史
』
に

よ
る
と
、
東
南
二
七
九
間
（
約
五
〇
七

ｍ
）、
南
西
二
〇
一
間
（
約
三
六
五
ｍ
）

の
規
模
を
持
つ
。
関
野
は
広
大
な
庄

川
扇
状
地
の
末
端
に
あ
る
僅
か
な
台

地
（
標
高
十
五
ｍ
前
後
）
で
、
高
岡

城
は
そ
の
北
端
部
に
築
か
れ
た
平
城

で
あ
る
。
築
城
当
時
の
高
岡
城
の
絵

図
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
存

す
る
史
料
に
よ
れ
ば
、
五
曲
輪
二
列

構
造
を
と
っ
て
南
端
に
大
手
口
を
置

い
て
お
り
、
現
在
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。
大
手
口
と
な
っ
て
い
る
鍛
冶
丸

は
「
桝
形
」
の
別
称
が
あ
り
、
四
角

形
の
防
塁
施
設
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
枡
形
と
い
わ
れ
る
防
塁
施
設
は

三
の
丸
か
ら
外
部
に
通
じ
る
搦
手
口

や
本
丸
の
入
口
に
も
設
け
て
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

　

高
岡
城
の
特
色
は
そ
の
広
大
な

水
濠
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
総
面
積

二
十
一
万
㎡
の
う
ち
、
約
三
割
が
人

工
の
水
堀
で
占
め
、
し
か
も
そ
の
水

は
現
在
に
至
る
ま
で
水
位
が
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
豊
富

な
庄
川
の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
利

用
し
て
い
る
か
ら
と
い
わ
れ
る
。
五

つ
の
曲
輪
は
す
べ
て
水
濠
を
掘
っ
た

際
の
大
量
の
土
砂
で
造
成
し
、
そ
の

周
囲
に
土
塁
や
石
垣
が
築
か
れ
た
。

現
在
は
二
の
丸
と
本
丸
間
の
土
橋
の

両
側
の
石
垣
が
現
存
し
て
い
る
の
み

で
、
石
材
は
ほ
と
ん
ど
加
工
さ
れ
て

お
ら
ず
、
積
み
方
は
不
揃
い
な
石
の

形
を
組
み
合
わ
せ
て
積
む
「
乱
積
み
」

で
あ
る
。
ま
た
、「
卍
」「
Ｈ
」
な
ど

の
刻
印
が
、
東
側
だ
け
で
も
六
十
種

二
百
二
十
個
認
め
ら
れ
る
。高岡古城図（『高岡史料』下巻）

（小堀金五右衛門政布提出）
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うつくしの杜　結婚式場
U R L http://www.imizujinjya.or.jp

射水神社 検 索

お問合せ （０７６６）２２-０８０８

jinjya-k@mbs.sphere.ne.jpEメール

大規模リニューアルで厨房も拡張し、

新たに本格フレンチ料理が加わりました。

四季折々、越中の山海の新鮮な旬菜を

取り入れたお料理の数々。

披露宴にお招きしたゲストの皆様にも

必ずやご満足をいただけることと思います。

伊勢の神宮での特別なご祈祷「別大々神楽」で

奉奏される舞楽の大曲『蘭陵王』が

射水神社の結婚式で奏でられることになりました。

日本三景の一つ〝安芸の宮島〟で知られる広島県の厳島神社など、

挙式での奏楽は全国でも当社を含めて三社のみとなります。

平安時代の古典『紫式部日記』に登場する記録を基に再現された

「一榮十二単　平安朝白無垢」をお披露目。

衣紋道・山科流による宮廷装束研究家の調進（縫製）で、

十二単での挙式は射水神社ならではです。


